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民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て

ど
ん
な
人
？

民
生
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の
中
で
福
祉

の
相
談
や
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
は
、

児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童
委
員
を

兼
ね
て
い
ま
す
。

市
で
は
担
当
地
区
を
受
け
持
つ
民

生
委
員
・
児
童
委
員
1
0
7
人
と
、

特
定
の
担
当
地
域
を
持
た
ず
に
児
童

福
祉
を
専
門
に
活
動
す
る
主
任
児
童

委
員
7
人
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
3
月
か
ら
新
た
に
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
力
員
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
Ｏ

Ｂ
の
9
人
が
、
地
域
の
高
齢
者
や
子

育
て
中
の
家
族
の
見
守
り
支
援
を
中

心
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

相
談
は
各
地
区
の
担
当
へ

ど
う
ぞ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
担
当
の
地
区
を
受
け
持
っ

て
い
ま
す
。
担
当
地
区
や
連
絡
先

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
福
祉

課（
市
役
所
2
階
）へ
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
内
容
や
秘

密
が
ほ
か
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
全
国
す
べ
て
の
地
域
で

活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
三
鷹
市

以
外
に
お
住
ま
い
の
方
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
、
各
市
区
町
村
担
当

部
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
上
で
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
子
育
て
や
介
護
の
こ
と
な
ど
で
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
、
み
な
さ
ん
の
日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
ご
一
緒
に
情
報
を
集
め
、
問
題
を
整
理
し
、
必
要

に
応
じ
て
市
や
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
て
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
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祉
課
@
内
線
2
6
1
5

問 

パブリックコメント 

◆ごみ減量の数値目標のほかに、ごみ
処理費用の減額目標も記載してほしい。
qごみ処理経費は①収集・運搬、②中
間処理（焼却、選別・資源化）、③処分
（エコセメント化、資源化）などの経費
に加え、資源化に係る経費や新しいご
み処理施設に係る経費も反映されてい
ます。そのため、ごみ処理量の減量に
比例して、ごみ処理経費を減額してい
くことは難しいのが現状ですが、経費
については、今後も情報提供を行って
いきます。
◆実施項目として「事業者、市民団体
（消費者）、市の協働によるマイバッグ
持参の推進およびレジ袋の有料化の協
定締結によるレジ袋の削減」を追加して
ほしい。
qレジ袋の削減については、まず、一

人ひとりの過剰包装は断るという意識
の醸成が必要です。市では、引き続き
キャンペーンなどを通じて、市民、事
業者と協働しながら、マイバッグの普
及を図り、事業者との連携を進める中
で検討していきます。
◆「有機性廃棄物（生ごみなど）を利用し
た資源循環モデル事業」の表現が分かり
づらい。
q本文中の資源循環モデル事業の説明
をしている個所を参考項目として掲げ
ます。

◆
焼
却
ご
み
を
減
量
す
る
と
と
も

に
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
削
減
な
ど
、

環
境
に
配
慮
す
る
こ
と
。

t
新
ご
み
処
理
施
設
は
資
源
循
環

型
社
会
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
収
集
し
た

ご
み
は
可
能
な
限
り
資
源
化
し
、

な
お
残
る
ご
み
に
つ
い
て
は
焼
却

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
燃
や

す
量
を
極
力
少
な
く
す
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

◆
周
辺
に
住
宅
地
が
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
環
境
保
全
対
策
に
つ
い

て
万
全
を
期
す
こ
と
。

t
全
国
的
に
み
て
も
、
厳
し
い
排

ガ
ス
規
制
値
を
自
主
規
制
値
と
し

て
設
定
す
る
な
ど
、
新
ご
み
処
理

施
設
の
立
地
を
踏
ま
え
て
整
備
し

ま
す
。

◆
景
観
や
圧
迫
感
に
配
慮
し
、
建

物
の
高
さ
を
低
く
す
る
こ
と
。
拡

散
効
果
を
踏
ま
え
、
煙
突
を
高
く

す
る
こ
と
。

t
建
物
の
高
さ
は
35
ｍ
以
下
を
想

定
し
て
い
ま
す
が
、
施
設
能
力
を

損
ね
な
い
範
囲
で
高
さ
を
抑
え
る

努
力
・
工
夫
を
し
ま
す
。
ま
た
、

排
ガ
ス
濃
度
は
1
0
0
ｍ
の
煙
突

で
は
1
2
0
万
分
の
1
程
度
に
希

釈
さ
れ
ま
す
の
で
、
健
康
へ
の
影

響
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
燃
や
さ
な
い

こ
と
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
積
極
的

に
燃
や
す
こ
と
。

※
2
つ
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

t
新
ご
み
処
理
施
設
で
は
、
徹
底

し
た
資
源
化
を
実
施
し
、
な
お
残

る
ご
み
、
た
と
え
ば
資
源
化
で
き

な
い
汚
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

は
、
燃
や
し
て
発
電
な
ど
の
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
有
効
利
用
し
て

い
き
ま
す
。

◆
収
集
車
両
に
よ
る
周
辺
道
路
の

交
通
渋
滞
を
回
避
す
る
と
と
も

に
、
収
集
車
両
の
通
行
ル
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
住
宅
密
集
地
を
避
け

る
こ
と
。

t
現
在
行
っ
て
い
る
交
通
量
調
査

な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
収
集
車

両
に
よ
る
交
通
渋
滞
が
発
生
し
な

い
よ
う
車
両
動
線
を
計
画
し
ま

す
。
ま
た
、
収
集
車
の
通
行
ル
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
三
鷹
市
・
調
布

市
と
も
協
議
を
行
い
、
で
き
る
限

り
幹
線
道
路
を
使
う
と
と
も
に
、

分
散
化
を
行
う
な
ど
検
討
し
ま

す
。

◆
プ
ー
ル
を
新
設
し
て
ほ
し
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
不
要
で
あ

る
。

※
2
つ
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

t
余
熱
利
用
施
設
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
周
辺

の
公
共
施
設
整
備
計
画
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

◆
焼
却
炉
に
つ
い
て
3
炉
を
採
用

す
る
こ
と
。

t
2
炉
・
3
炉
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
2
炉
と
比

較
し
た
場
合
の
3
炉
は
、
操
炉
の

安
定
性
が
相
対
的
に
高
い
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
2
炉
に
お
い
て
も
、

ご
み
ピ
ッ
ト
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

で
安
定
的
な
操
炉
が
可
能
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
比
較
検
討
を
行
っ
た

結
果
、
建
設
・
運
営
に
関
し
て
経

済
的
に
も
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

総
合
的
に
判
断
し
て
2
炉
と
し
ま

し
た
。

◆
施
設
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て
、

情
報
公
開
す
る
こ
と
。

t
排
ガ
ス
の
状
況
な
ど
常
に
電
光

掲
示
板
な
ど
に
よ
り
公
開
す
る
と

と
も
に
、
い
つ
で
も
見
学
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、

三
鷹
市
・
調
布
市
の
広
報
な
ど
で

施
設
の
稼
働
状
況
に
つ
い
て
情
報

公
開
し
ま
す
。

◆
可
燃
ご
み
処
理
施
設
及
び
不
燃

ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
将
来

の
建
て
替
え
計
画
も
練
っ
て
お
く

こ
と
。

t
廃
棄
物
の
処
理
技
術
は
日
進
月

歩
で
あ
り
、
将
来
の
処
理
方
法
、

焼
却
対
象
物
、
処
理
量
等
を
現
時

点
で
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

従
っ
て
、
現
時
点
で
将
来
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

て
お
り
、
将
来
課
題
と
し
ま
す
。

◆
事
業
者
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

情
報
公
開
す
る
こ
と
。

t
事
業
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、
情
報
公
開
に
努
め
ま
す
。

◆
市
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

事
業
を
進
め
る
こ
と
。

t
基
本
計
画
の
策
定
段
階
か
ら
多

く
の
市
民
参
加
の
場
を
設
定
し
、

意
見
聴
取
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
そ
の
姿
勢
に
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
建
設
地
に
つ
い
て
、
再
度
選
定

を
行
う
こ
と
。

t
建
設
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
13

年
度
か
ら
15
年
度
に
か
け
て
市
民

参
加
に
よ
る「
基
本
計
画
検
討
委

員
会
」で
検
討
さ
れ
て
き
た
経
過

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
過

や
平
成
25
年
度
の
施
設
稼
働
を
踏

ま
え
る
と
、
再
度
の
選
定
は
困
難

で
す
。

◆
三
鷹
市
と
調
布
市
は
別
々
に
焼

却
処
理
す
べ
き
で
あ
る
。

t
平
成
11
年
8
月
に
両
市
共
同
で

事
業
を
推
進
し
て
い
く
旨
の
覚
書

を
取
り
交
わ
し
て
以
来
、
長
い
年

月
を
重
ね
て
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
経
過
を
尊
重
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

「三鷹市ごみ処理総合計画2015（案）」について、1月13日～2月3日にパブリックコ
メントを実施し、2人の方から13件のご意見をいただきました。市ではご意見を踏ま
えて検討した結果、案の一部を修正し、「三鷹市ごみ処理総合計画2015」を確定しま
した。
主なご意見とそれに対する市の考え方は以下（�は市の考え方）のとおりです。

「三鷹市ごみ処理総合計画
2015」を確定しました

ごみ対策課@内線2533問 

パブリックコメント 

「
ふ
じ
み
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
実
施
計
画（
案
）」に
つ
い
て
、
3
月
2
日
〜
19
日
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
23
人
の
方
か
ら
62
件
の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ふ
じ
み
衛
生
組
合
で
は
、
ご
意
見
を
も
と
に
案
を
修
正
・
補
強
し
、「
ふ
じ
み
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
実
施
計
画
」を
確
定
し
ま
し
た
。

主
な
ご
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る
ふ
じ
み
衛
生
組
合
の
考
え
方
は
以
下（
t
は
ふ
じ
み
衛
生
組
合
の
考
え
方
）の
と
お
り
で
す
。

「
ふ
じ
み
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
実
施
計
画
」

を
確
定
し
ま
し
た

ふ
じ
み
衛
生
組
合
@
0
4
2-

4
9
0-

5
3
7
4

問 

5
月
12
日
　
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す

地
域
の
悩
み
ご
と
、
相
談
ご
と
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ

確定した「三鷹市ごみ処理総合計画2
015」の全文と、いただいたご意見と
それに対する市の考え方については、
市のホームページ「パブリックコメント」
からご覧になれるほか、相談・情報セ
ンター（市役所2階）、市政窓口、市民
協働センターで配布しています。

確
定
し
た
「
ふ
じ
み
新
ご
み
処

理
施
設
整
備
実
施
計
画
」の
全
文
、

い
た
だ
い
た
ご
意
見
と
そ
れ
に
対

す
る
ふ
じ
み
衛
生
組
合
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
、
ふ
じ
み
衛
生
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/

w
w
w
.fu
jim
ie
is
e
ik
u
m
ia
i.

jp

）
か
ら
ご
覧
に
な
れ
る
ほ
か
、

ご
み
対
策
課
（
市
役
所
5
階
）
、

相
談
・
情
報
セ
ン
タ
ー（
市
役
所

2
階
）
、
調
布
市
ご
み
対
策
課

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
3
階
）、
調

布
市
ご
み
対
策
課
窓
口（
市
役
所

1
階
）、
ふ
じ
み
衛
生
組
合
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

（月）


